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東 ア ジ ア との 比較 気候 学 的視 点で み た ヨ ー ロ ッ パ の 低気圧 活 動や

　　　　そ の 基本場 の 季節サイ クル （2000 年 の 事例解析）・

　　　　　 加藤内藏進 （岡山大学大学院教育学研究科（理科））

’
小嶋ゆう実 ・瀧川優実 ・槌田知恭 ・山 口 拓朗 （岡山大学教育学部（理科））

1．は じめに

　温帯低気圧 は ， 中緯度地域に おけ る 日々 の 気象現象

を支配する主要なシ ス テ ム の
一

つ で あ り， その季節サ

イ クル も小さくない。例えば，ユ ーラ シ ア大陸東側の

日本付近で は，シ ベ リア の気温の 大変大きな年較差を

反映 して南北 の 温度差 の 季節変化 も大きく，ア ジア モ

ン ス
ー

ン の 影響 も加わ っ て，日本列島付近 で の 前線や

温帯低気圧の 活動の 季節変化 も大きい。
一
方，本グル

ープが 2014 年秋季全国大会で 指摘したように，ユ
ー

ラ

シ ア大陸西端の ヨ
ー

ロ ッ パ 付近で は，年間を通 して 月

平均場の 南北の 温度差は東ア ジア の 冬に比べ てかなり

小 さく　（第 1 図）， また ，
2000 年 1 月や 7 月 の 剽列で

は ， 発達中の 傾圧不安定波とは異なるタイプの低気圧

も多く出現して い るよ うであっ た （瀧川他（2014a）。 そ

の 内容は，瀧川他（2014b，岡大地球科学紀要）に掲載）。

　 ところで，もし，月平均ス ケール よ りも短い ス ケー

ル の 変動が 大 き け れ ば，そ の 変動 に伴う大気場 も，日々

の 低気圧 活動を特徴づ ける基本揚 に な り うる 。 従っ て ，

タイプ別 の 低気圧 の 出現頻度 と， ゆっ くりとした 日々

の 変動 も含む環境場 の 季節サイクル との 対応等につ い

て，東アジア との 比較気候学的視点からの 記述 も必要

で ある。 そ こで本研究で は ， 2000年の事例に関する瀧

川他（2e14a，　b）の続報と して，　 NCEP／NCAR再解析デ
ー

タ （2．59x2 ，5°

緯度経度格子）を用い た更なる解析

を行っ た。
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2 ．地 上 低気圧中心の出現状況の季節変化

　瀧川他 （2014a，　b）は ，
　20eo年 1月 ，

7 月における 日々

の高低気圧の出現状況につ い て も解析 したが ， 本研究

で は，2000年の 1年間を通 じた解析を行っ た 。 図は略

すが，50N以北 （〜ドイツ南部以北）で は，中心気圧

の 低 い 地 上 慨気圧 が冬に多く出現 して お り，そ の
…部

は，月平均場 で も見 え る準定常的な低気圧 で あるア イ

ス ラ ン ド低気圧 の 中心域付近 に対応 して い た （第 2 図。

既に報告 したよ うな7 月との 違い に も注目）。
一
方，50N

付近 か らそ の南方にか けて は，年間を通 じて 月平均程

度の 500hPa高度（Z500）の 南北傾度は小さくなく，口々

の 高低気圧 （中心気E は必ず しも大変深 い わけではな

い が）の 出現もしば しばあ っ た （図略）。
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　第 2図　20DO年 1月 （左 図） と 7 月 （右図 ）にお ける月平均海面

気圧 （SLP＞に，瀧川他 （2014b）に 掲載 した毎日 00tffCの NCEP／AKIAR再
解析データか ら出力 した 乱 P マ ッ プに基づ き抽出 した地上低気圧 中

心 （● ），高気圧 中心 （O）を重ねた もの 。なお，中心気圧 が 10COhPa
以下 の低 気圧，1030hPa以上め高気圧につ い ては，それぞれ，大きな

黒丸，大 きな 白丸で表現 した 。
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第 1 図 1971〜2010 年平均の 月平 均 e50hPa 気温 ぐ℃〉。上 ；10E

（ヨ
ー

ロ ッ パ 付近），下 ； 135E（日本 付近）。瀧川他 （201th＞ よ り。

3．季節サイクル の 中の位置づけで みた基本場の 季節

内変動と低気圧活動 （夏 と冬を例に）

　 日々 で みると，
2000 年 の 1 年間を通 じて ， 半月

〜1

ヶ月程度 の 周期で 地上低気圧 の 出現頻度が高い 時期と

低い 時期とが交代して い た。 SLPや Z500の 15 日移動

平均 した時間緯度断面図と高低気圧 の出現状況 を比較

した結果 （図略）， 例えば冬に約 1 ヶ 月程度の 周期で 強

弱を繰 り返 し た ア イス ラ ン ド低気圧 の 発達期に は ， そ

の 中心域だけで なくそ の 南方 （65〜50N） の Z500 の 南

北傾度も
一時的に強くなり，そ の 領域で の 低気圧 の 出

現数が増加する等の 季節内変動が見 られた。今後は，
この よ うな基本場の季節内変動やそれ と低気圧出現

（構造の違い も）の 対応関係，及び ，それ らの季節サ

イク ル につ い て ，更に解析する予定である。
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